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 令和 ６ 年度 学校経営計画書 

 

学校番号 29 学 校 名 富士宮西高等学校 校 長 名 新家 輝男 

１ スクール・ミッション 

 富士宮市を代表する全日制普通科高校として、卒業後は大学等への進学によるさらなる高みを臨む生徒に対し、

伝統ある校訓「志尚～知を求め 他を思いやり 躍進せよ～」を令和時代に合わせて読み解き、「自分で考え、主体

的に行動する力（＝Agency）」と「多様な価値観を理解し、課題を多面的 に見る力（＝Diversity of perspectives）」

を培う 教育を推進することで、将来地域のリーダーとして活躍し、世界に向けて富士・富士宮 を発信できる人

材の育成を目指す。 

 

２ 目指す学校像 

(1) スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

富士宮西高校では、将来地域リーダ

ーとして活躍する人を目指し、この

ような力を育てます。 (1) 自分で

考え、主体的に行動する力 (2) 多

様な価値観を理解し、課題を多面的

に見る力 (3) 郷土を理解し、世界

に富士・富士宮を発信できる力 

本校のグラデュエーション・ポリシ

ーに向けて、このような学びを展開

します。 (1) 生徒の知的好奇心に

応え、主体性と探究心を尊重する。 

(2) 知・徳・体及び感性をバランス

よく育み、豊かな人間性を培う。 

(3) 自己肯定感と社会課題への関

心を高める。 

本校での学びに向き合うために、こ

のような資質を持った人を受け入

れます。 (1) 知的好奇心があり、

目的意識を持って学習に臨むこと

ができる人 (2) 思いやり深く、協

調性が高い人 (3) 地域や社会への

関心が高く、何事にも積極的に取り

組む人 

 

 (2) スクール・ポリシー具現化の柱 

ア 知・徳・体及び感性をバランス良く持った生徒を育成する。 
イ 目的意識を持って学習に臨むことができる生徒を育成する。 
ウ キャリア教育を推進し、主体的に将来設計を行うことができる生徒を育成する。 

エ 部活動・特別活動等を通して、豊かな人間性を持つ生徒を育成する。 
オ 保護者・地域等から信頼される教育環境を整備する。 
 

３ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

心身の調

和がとれ

た生徒が

育つ。 

【規範意識】 
・教職員の生徒への声かけ、生徒会活動
等を通して、あいさつの励行、時間を
守り、端正な服装を指導する。 

・道徳教育を推進し、人権を尊重する態
度を育てる。 

 
 
・社会に興味・関心をもたせ、主権者と
しての自覚を持つことを促す。 

・情報モラルを育成する。 
 
・校内外の清掃・美化活動を徹底する。 

 
・「服装・頭髪・時間厳守など学校生活の
規律・秩序は保たれている」と答える生
徒90％以上。 

・「学校生活のルールや日常生活のマナー
等の指導が適切に行われている。」と答
える保護者90％以上。 

 
・投票に行った生徒55％以上。 
・授業等で情報モラルに関する指導をす
る。 

 
・「校内の環境美化・衛生管理や健康に関
する指導に取り組んでいる」と答える保
護者85％以上。 

学務部 

生活部 
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【教育相談】 
・ 外部人材を活用し、カウンセリン 
・ グ体制を強化する。 

 
 
 
 

・いじめ対策委員会を定期的に開催し、
いじめ等に係る生徒の実態を把握する
とともに、問題が生じた場合には各学
年部と連携して早期に対応する。 

・ 特別な支援を必要とする生徒に対 
しては、特別支援教育委員会を中心 
に、必要な情報の共有を行って全教 
職員で対応する。 

 
・「子どもは、明るく楽しく学校生活を送
っている」と答える保護者90％以上。  

・「学校は、子どもに関する悩みの相談に
応じてくれる」と答える保護者80％以
上。 

 
・いじめ重大事案ゼロを目指す。 
 
 
 
・特別支援委員会を必要に応じて開催す
る。 

 

生活部 

【保護者との連携】 
・生徒個々の問題に対しては情報や認識
をそれぞれの家庭と共有し対応する。 

 
・「学校からの連絡・情報は家庭に伝わっ
ている」と答える保護者85％以上。 

 
学年 

イ 

一人ひと

りの学力

が向上す

る。 

【授業】 
・主体的・対話的な深い学習を意図した
学習過程を授業に取り入れる。  

 
 
 
 
・校内研修や授業評価を行う。 
 
・各教科の課題の与え方を工夫する。 
 
・生徒一人一台端末を効果的に活用 
した授業展開をする。 

 
・「授業に対し、おおむね充実して取り組
めている」と答える生徒90％以上。 

・「話し合い等、主体的、能動的に活動す
る場を設けている授業である」と答え
る生徒90％以上。 

 
・年間３回以上の授業参観を行う教員が
90％以上。 

・「学習しやすい環境にある」と答える生
徒85％以上。 

・学期に１回以上、一人一台端末の活用に
ついての研修や情報提供を行う。 

学務部

総務部 

【個に応じた指導】 
・学習に困難を感じる生徒に対して丁 
寧な指導を行う。 

 
・生徒の学力を効果的に向上できるよ 
う補講等の内容と方法を工夫する。 

 
・「先生方は、質問や相談に丁寧に応じて
くれる」と答える生徒90％以上。 

・「補講、勉強会、個別進路指導は生徒一
人ひとりの目標達成に役立っていると
答える保護者80％以上。 

学務部 

【現状分析】 
・「高校生のための学びの基礎診断」の測

定ツール等の結果を分析し、生徒の学
力を把握する。 

 
・家庭での生活時間調査により生徒個 
々の家庭学習の状況を把握する。 

 
・学力に関する検討会を学期に１回以上
実施。 

・家庭での生活実態調査を年３回以上実
施する。 

・各学年で計画的に家庭学習をするよう
に指導する。 

学務部 

学年 

ウ 

一人ひと

りの進路

目標が実

現する。 

 

【総合的な探究の時間】 
・探究学習を組織的に推進する。 

 
・学務部及び総合的な探究の時間」担当者
で学期に１回以上情報共有及び検討す
る。 

・１・２年生の生徒全員が年に１回以上学習
成果を発表する。 

学務部 

【読書指導】 
・文化・教養力を高めるため、朝読書、
ビブリオバトルを実施する。 

 
・平均年間読書冊数９冊以上。 
・生徒全員がビブリオバトルに参加す 
る。 

総務部 
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【地域貢献・連携】 
・社会力と社会性の向上を図るため、社
会貢献活動・ボランティア活動を推進
する。 

・地域の各主体と連携するとともに地域
の教育資源を活用する。 

 
・20％以上の生徒が年１回以上社会貢献活
動・ボランティア活動に携わる。 

 
・企業・自治体・ＮＰＯ等、地域との連携
３件以上、地域人材等との連携５人以
上。 

学務部 

生活部 

【進路指導】 
・国公立大学及び難関私立大学合格率の
一定水準を維持する。 

・資格試験・検定試験に関する指導を充
実するとともに、生徒の能力・可能性
を十分に引き出し、受験・合格するこ
とにより進路選択の幅の拡大を図る。 

・大学・専門学校等に関する情報収集及
びその対策に取り組む。 

 
・国公立大学及び難関私立大学合格者35％
以上。 

・英検２級合格者35人以上。 
・「適性・進路などに応じて選べる類型や
選択科目がある」と答える生徒90％以
上。 

・「進路指導は、進路選択に役立つものに
なっている」と答える生徒85％以上。 

・「進路行事や担任による個別面談等、進
路指導は適切かつ効果的に行われてい
る」と答える保護者80％以上。 

学務部 

学年 

エ 

活力にあ

ふれ、魅力

ある学校

になる。 

【学校行事】 
・学校行事通して、生徒の主体性を育む。 

 
・「学校行事に満足している」と答える生
徒85％以上。 

・「子どもは、学校行事に意欲的に参加し
ている」と答える保護者90％以上。 

学務部 

【部活動】 
・生徒の活動状況を把握し、適切な指導・

支援を行うとともに、活動の効率化を
重視して学習との両立ができるよう配
慮する。 

・外部指導者の活用を図る。 

 
・「部活動への参加により、学校生活を充
実させることができている。」と答える
生徒80％以上。 

 

生活部 

【広報】 
・中学生に対し、本校の教育活動につい
て積極的に発信する。 

 
・HPだけでなくSNSにおける情報発信の体
制を確立する。 

・最新の情報を更新する。 

総務部 

学務部 

オ 

安全・安心

な学校に

なる。 

【防災】 
・実効性のある防災訓練を実施する。 

 
・地域防災訓練参加率65％以上。 
・校内防災訓練２回。 

総務部 

【安全教育】 
・各教科において、「安全教育計画」に従
って指導する。 

 
・年に１回以上安全教育に関する授業を
「安全教育計画」に示された教科で行
う。 

生活部 

【不祥事根絶】 
・教職員の不祥事根絶意識を高めるコン
プライアンス研修を行う。 

 
・教職員の不祥事件数ゼロ。 全職員 

【施設・設備】 
・安全点検の徹底及び不備箇所の早期改
修を図る。 

 
・「教育環境の面から見て、施設・設備は
整備されている」と答える保護者80％以
上。 

事務室 

【会計処理・物品管理】 
・適正な財務会計処理及び物品管理を行
う。 

 
・監査及び会計・物品事務指導検査におけ
る指摘件数ゼロ。 

事務室 

【業務改善】 
・業務改善を行い、教職員の多忙化解消
を図る。 

 
・分掌組織のスリム化及び業務を見直し、

業務の平準化を行う。 
全職員 

    


